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環境省自然環境局生物多様性センター
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第三次生物多様性国家戦略第三次生物多様性国家戦略(H19.11)(H19.11)
における情報整備に関する行動計画における情報整備に関する行動計画
第２部 行動計画

第５節 情報整備・技術開発

１．生物多様性の総合評価

２．調査・情報整備の推進

・自然環境保全基礎調査等の推進自然環境保 礎調 等 推進

・生態系総合監視システムの構築

・野生生物目録・標本情報の整備

・自然環境情報の提供・公開

・情報拠点の整備・体制強化

・地球規模生物多様性情報機構（GBIF）の推進

・・・・・・・

３．研究・技術開発の推進 2

調 査 標本資料

自然環境保全基礎調査

ﾓﾆﾀﾘﾝｸﾞｻｲﾄ１０００

の実施

文献等資料及び

動植物標本の

収集・保管

生物多様性センターの機能生物多様性センターの機能

生物多様性の保全

普及啓発 情 報

生物多様性情報

の収集・管理・提供

生物多様性の

保全に関する普及啓発
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１．情報の収集・保存

・自然環境保全基礎調査

・モニタリングサイト１０００

・標本・資料

生物多様性センターにおける情報整備生物多様性センターにおける情報整備

標本 資料

２．情報の提供

・生物多様性情報システム（Ｊ-ＩＢＩＳ）

・インターネット自然研究所

・生物多様性情報ｸﾘｱﾘﾝｸﾞﾊｳｽﾒｶﾆｽﾞﾑ（ＣＨＭ）

自然環境保全基自然環境保全基礎調査の実施項目礎調査の実施項目

陸 域

植物

植生・植物群落

植生

特定植物群落

巨樹・巨木林

植物種

目録

分布

身近な生きもの

目録

海域・沿岸域 海岸改変

干潟・藻場・サンゴ礁分布

海洋生物 海域生物環境

干潟・藻場・サンゴ礁生物相

海洋生物
分布

海棲動物分布

海の生きもの

海 域

動物 動物種 分布

身近な生きもの

地形・景観・
その他

地形地質・自然現象

表土改変状況

自然景観資源

歴史的自然環境

陸水域

生態系・
総合

生態系量的把握（環境寄与度）

生態系モニタリング

生態系多様性地域調査

遺伝的多様性

河川・湖沼・湿地

遺伝的多様性

生態系・総合
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自然環境保全基礎調査のデータ自然環境保全基礎調査のデータ

・現存植生

・特定植物群落

・巨樹、巨木林

動植物分布情報

・保護地域

国立・国定公園

自然環境保全地域

国指定鳥獣保護区 等・動植物分布情報

・河川、海岸、湖沼

・湿地、藻場、干潟、サンゴ

・自然景観（類型）
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国指定鳥獣保護区 等
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現存植生図の精度の向上現存植生図の精度の向上
（第６回自然環境保全基礎調査）

１ 環境影響評価や地域計画のベースマップ

→ 基図は1/25,000 （全国約4,500面）

２ 都道府県毎 図幅毎のばらつきを是正２ 都道府県毎、図幅毎のばらつきを是正

→ ブロック別調査体制（全国８ブロック）

→ 全国的精度管理を毎年継続実施

３ 新技術の積極的導入

→ 作図段階におけるGISの導入 等

第2～5回調査による植生図

原図縮尺は1/50,000
同じ範囲の第6回調査による

植生図 原図の縮尺は1/25,000

第６・第７回植生調査（第６・第７回植生調査（HH１１～）１１～）

植生図（富士山地域）の事例（縮尺植生図（富士山地域）の事例（縮尺1/25,0001/25,000））

フジハタザオ-オンタデ群集

コメツガ群落

ウラジロモミ植林

カラマツ植林

自然裸地

フジ タザオ オンタデ群集ウラジロモミ植林

スギ・ヒノキ・サワラ植林

第６回自然環境保全基礎調査第６回自然環境保全基礎調査

ヒグマ・ツキノワグマヒグマ・ツキノワグマ

1978年のみ生息（943）

2003年のみ生息（1,927)

哺乳類分布調査生息メッシュ数

1978年及び2003年生息
（4,808)

1978年から2003年までの約20年間で
全国の生息区画数は、約１．２倍増加

第６回自然環境保全基礎調査第６回自然環境保全基礎調査

ニホンジカニホンジカ

哺乳類分布調査生息メッシュ数

1978年のみ生息（292）

2003年のみ生息（3,416）

1978年及び2003年生息
（3 928）

1978年から2003年までの約20年間で
全国の生息区画数は、約１．７倍増加

（3,928）

モニタリングサイト１０００の枠組みモニタリングサイト１０００の枠組み
目 標

わが国の代表的生態系の状態を把握し、継続的にモニタリング
することで、 種の減少、生態系の劣化など、自然環境の異変をい
ち早く捉え、適切な生物多様性保全施策に貢献する。

目標達成のための課題目標達成のための課題

１．生態系を把握するための調査地点配置、調査手法等確立

２．持続的な調査体制構築と技術向上

３．生物多様性保全施策への活用

４．情報発信と事業への国民の理解向上
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タイプ 区分 実施体制 基礎情報 指標生物

陸

域

森 林

コア 大学研究機関
植生概況

生長、生産量
鳥類、地表徘徊性甲虫

一般
野鳥の会、
地域ＮＧＯ等

植生概況 鳥類

里地

里山

コア 地域ＮＧＯ
植生、植物相、水
環境、人為的影響

鳥類、カヤネズミ、カエル、
チョウ、 ホタル、夜行性動物

一般* 地域ＮＧＯ等

各生態系タイプと調査項目各生態系タイプと調査項目

陸水域* 地域ＮＧＯ等 植生概況 ガン・カモ類（湖沼）

沿

岸

域

砂 浜
自治体、地域
ＮＧＯ等

砂粒度組成、海岸
侵食、後背地植生

ウミガメ

干 潟* 地域ＮＧＯ等 干潟概況 シギ・チドリ類

藻 場* 研究者等

サンゴ
礁

研究者、専門
調査機関

サンゴ被度、生育
型、加入、白化率、
セディメント堆積

大型定着性魚類、オニヒトデ、
サンゴ食性巻貝

小島嶼 専門調査機関 植生概況 海鳥

*： 平成19年度に調査項目と手法を確定予定。一部指標生物については先行して調査実施。

サイトの配置基準

・ 陸域は気象、地形等の違いにより区分した１０区域（生物多様
性保全のための国土区分）に、海域は海域区分を踏まえ均等
配置

・わが国の生態系タイプを網羅し配置

モニタリングサイトの配置モニタリングサイトの配置

生態系タイプ 区分 数

森 林
コア ４３

般 ４２２一般 ４２２

里 地 コア １８

陸水域 一般 ８１

砂 浜 ４１

干潟藻場等 １６７

サンゴ礁 ２４

小島嶼 ２８

合 計 ８２４*

*：重複サイトを除く平成1９年３月の合計。

モニタリングサイトモニタリングサイト10001000の将来に向けての将来に向けて

2003 2008

Phase1 Phase2 Phase3 Phase20

21032013

モニタリングサイト
1000ヶ所程度設置

生物多様性の確保

調査体制・手法確立

試行的モニタリング
実施

総合解析
評価・レビュー

総合解析
評価・レビュー

本格的モニタリング
開始

生物多様性施策の実施

モニタリングサイト１０００ トップページ
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生態系総合監視システムの概要生態系総合監視システムの概要

市民参加による
自然事象変化の広範な把握

・ＩＴ技術の活用
・多様な主体の参加
→変化の広範な把握と普及啓発的効果

重要な生態系変化の詳細把握

・モニタリングサイトの増設、調査項目の追加
→地球温暖化影響も含めた生態系の変化

とその要因の把握
・自然環境保全基礎調査結果の分析

国土の生態系変化の
マクロ的把握

・衛星等リモートセンシング技術の
利用
→人為的変化の状況の概要把握

時間

・生物多様性保全対策の強化
・生物多様性保全に向けた国民的関心の向上
・多国間の連携協力の推進
・生物多様性条約第10回締約国会議(COP10)へのインプット

モニタリングサイト

総合的な生態系変化の把握

生物標本の収集生物標本の収集
標本収集３つの方針

１．日本の生物多様性を後世に伝える
・ 固有種や地域変異のある種の標本
・ 希少生物の標本

２．日本の自然的重要地域の生物相を顕す
・ 国立公園などの重要地域を特徴づけて

る 固有種を含む標本いる、固有種を含む標本

３．生物多様性への理解を深める
・ 生物多様性の脅威となっている外来生物

の標本

現在の標本数

哺乳類２８点、鳥類４１点、両生爬虫類２２点、昆虫類５１,８２９点、

維管束植物４,７００点、藻類４０４点、外来生物５０点
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生物標本の保管生物標本の保管

１．標本管理

・標本害虫の防除等

２ 標本情報の管理２．標本情報の管理

・標本情報データベース
種名、採取場所、採取者、
採取年月日 等

・バーコードシステム

標本の利用標本の利用

１．生物多様性理解のための普及啓発

・ 標本展示

・ 各種イベントで一般公開

２．生物多様性保全のための調査研究

３．地球規模生物多様性情報機構

ＧＢＩＦ（Global Biodiversity Information Facility）
・標本データ登録

図書資料の収集と検索図書資料の収集と検索

１．図書資料の収集方針
・基礎調査報告書
・各地方文献
・定期刊行物
・一般図書、図鑑
・海外文献 等
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２．蔵書の総数

約２３,０００点

３．情報提供

・来館者への閲覧

・HP上での検索システム

図書資料検索 トップページ

22

23 24
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生物多様性情報の管理・提供生物多様性情報の管理・提供

わが国の生物多様性に関する情報が広く活用される
よう、IT技術を活して管理・提供を行う

各種調査結果等のデータベースによる管理

インターネット等によって広く国民に提供インタ ネット等によ て広く国民に提供

生物多様性クリアリン
グハウスメカニズム

生物多様性情報システム（生物多様性情報システム（JJ‐‐IBISIBIS））
略称：J‐IBIS（Japan Integrated Biodiversity Information System）

自然環境保全基礎調査成果等、生物多様性に関する
情報を総合的に収集・管理・提供する情報システム

収 集

各種調査成果

管 理

調査成果をデータ

提 供

インターネット上で
等の収集

報告書等

調査票・地図・図面等

ベースにより管理

・データベース
・電子地図情報

（GISデータ）
・電子報告書

（html・PDFファイル等）

国民に提供

データベースによる提供

表示・解析機能を用いた提供

J-IBIS トップページ Web-GISによる分布図の表示（植生調査、藻場・干潟調査の重ね合わせ）

Web-GISによる分布図の表示（植生調査、巨樹・巨木林調査の重ね合わせ） Web-GISによる分布図の表示（属性情報の表示）


